
　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
、

関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日

で
私
た
ち
が
自
然
災
害
等
の

心
構
え
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
回
の
「
み
ほ
と

け
」
は
横
浜
市
金
沢
区
の
称

名
寺
金
堂
に
安
置
さ
れ
る
聖

観
音
菩
薩
立
像
で
す
。
ご
ら

ん
の
よ
う
に
愛
ら
し
い
素

朴
な
お
顔
で
、
彫
り
込
ん

だ
像
に
は
な
い
温
か
み
の

あ
る
観
音
像
で
す
。

　
実
は
こ
の
観
音
像
は
と

て
も
頼
も
し
い
存
在
な
の

で
す
。
昔
、
富
岡
と
柴
の

境
に
あ
る
長
浜
は
「
長
浜

千
軒
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

栄
え
た
漁
村
で
、
村
に
は
長

浜
観
音
さ
ま
が
あ
り
漁
師
は

い
つ
も
お
参
り
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
し
か
し
、
１
３
１
１
年

（
応
長
元
年
）
当
地
を
襲
っ

た
大
津
波
に
よ
っ
て
こ
の
観

称
名
寺
・
長
浜
観
音
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（135)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

の
犠
牲
者
も
出
ず
、
村
の

人
々
は
観
音
さ
ま
が
身
代
わ

り
に
な
っ
た
霊
験
仏
と
し
て

崇
め
ま
し
た
。
功
徳
高
き
観

音
像
は
い
ま
も「
長
浜
観
音
」

（
現
、
称
名
寺
金
堂
安
置
）

と
し
て
お
参
り
は
絶
え
な
い

そ
う
で
す
。

　
長
浜
観
音
の
復
活
の
精
神

と
、
そ
の
穏
や
か
な
お
顔
に

隠
さ
れ
た
不
屈
の
精
神
、
困

難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る

元
気
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
木
造
、
一
木
造
り
、
像
高

93
・
４
㎝
。
鎌
倉
時
代
。

音
像
は
金
沢
の
海
に
流
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て

36
年
後
の
１
３
４
７
年
（
貞

和
３
）、
柴
の
漁
師
が
投
げ

た
網
に
な
ん
と
観
音
像
が
か

か
り
海
中
か
ら
救
い
出
さ
れ

た
の
で
す
。
や
が
て
観
音
像

は
称
名
寺
総
門
（
現
、赤
門
）

脇
の
丘
の
上
に
建
て
ら
れ
た

観
音
堂
「
福
聚
海
寺
」
に
安

置
。
人
々
は「
貝
付
き
観
音
」

「
海
中
出
現
観
音
」
と
称
し

て
厚
く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
津
波
の
被
害
は
大

き
い
も
の
の
村
人
に
は
一
人

　
透
明
点
字
シ
ー
ト
付
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
絵
本
の
製

作
、
貸
出
を
行
っ
て
い
る
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
絵
本
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
ユ
ニ
リ
ー
フ
」（
大
下

利
栄
子
代
表
）
が
鎌
倉
の
建
長

寺
に
仏
殿
を
再
現
し
た
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ブ
ロ
ン
ズ
模
型
の
設
置

を
目
指
し
て
い
る
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
絵

本
は
、
目
の
見
え
る
子
供
用
の

絵
本
と
、
目
の
見
え
な
い
子
ど

も
用
＝
点
字
の
絵
本
を
一
冊
に

し
た
も
の
。

　
２
０
０
８
年
に
大
下
さ
ん

が
発
祥
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
本

を
取
り
寄
せ
、
そ

れ
を
見
本
に
、
市

販
の
絵
本
を
解
体

し
、
透
明
シ
ー
ト

に
本
文
を
点
字
で

打
ち
、
見
開
き
ご

と
に
は
さ
ん
で
再

製
本
し
た
。
そ
し
て
目
の
見
え

る
子
も
見
え
な
い
子
も
、
同
じ

絵
本
で
感
情
を
分
か
ち
合
う
こ

と
で
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
共
に

生
き
て
い
く
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
よ
う
と
、
同
団
体
を
設

立
。
15
年
間
で
手
作
り
絵
本
は

約
１
２
０
０
冊
を
超
え
、
個
人

や
学
校
に
無
料
で
定
期
貸
し

出
し
す
る
郵
送
貸
出
図
書
室

と
し
て
、
貸
し
出
し
数
は
年

間
延
べ
１
８
０
０
冊
に
及
ぶ
。

２
０
１
９
年
に
子
育
て
・
家
族

支
援
部
門
で
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ブ
ロ
ン
ズ
模
型
製
作
の
き
っ

か
け
は
、
２
０
１
４
年
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
を
旅
行
し
、
世
界
遺
産

の
「
ベ
レ
ン
の
塔
」
を
訪
れ
た

際
、
塔
の
前
に
置
か
れ
た
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ブ
ロ
ン
ズ
模
型
に
出
合

い
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
。
こ
れ

な
ら
全
盲
の
娘
も
建
物
の
形
が

手
で
触
っ
て
わ
か
り
、
思
い
出

を
共
有
で
き
る
と
確
信
し
た
。

「
日
本
に
も
ほ
し
い
」
と
考
え
、

絵
本
の
活
動
の
支
援
団
体
が
鎌

倉
市
と
繋
い
で
く
れ
た
。
同
市

は「
観
光
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」

と
も
呼
べ
る
趣
旨
に
共
感
し
、

建
長
寺
を
仲
介
。
お
寺
の
同
意

の
も
と
、
仏
殿
前
に
仏
殿
の
１

／
50
サ
イ
ズ
の
ブ
ロ
ン
ズ
模
型

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

模
型
や
台
座
、
案
内
説
明
版
、

試
作
費
用
、
諸
経
費
な
ど
を
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集

め
る
こ
と
に
決
め
、
５
０
０
万

円
を
目
標
に
６
月
か
ら
７
月
下

旬
ま
で
行
っ
た
。
集
ま
っ
た
支

援
総
額
は
６
５
４
万
５
千
円
。

さ
わ
る
た
め
の
精
巧
模
型
は
制

作
工
程
が
複
雑
で
複
数
の
業
者

が
関
わ
り
試
作
も
多
数
必
要
と

な
る
。
経
費
は
ま
だ
１
０
０
万

円
以
上
不
足
し
て
い
る
と
い

う
。
さ
ら
な
る
寄
付
を
募
集
し

て
い
る
。

　
完
成
は
来
年
３
月
を
予
定
。

除
幕
式
も
行
う
。

　
大
下
さ
ん
は
、「
絵
本
は
主

に
視
覚
障
害
者
の
た
め
だ
が
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
模
型
は
、
福
祉

に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
楽
し
い
場

所
で
障
害
者
だ
け
で
な
く
み
ん

な
が
楽
し
め
、
障
害
者
の
理
解

に
も
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
建
長
寺
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
を
第
１
号
と
し
て
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
「
ユ
ニ
リ
ー
フ
」

☎
０
４
６
・
８
９
７
・
６
２
１
３

　
逗
子
の
小
学
生
た
ち
が
作
り

上
げ
た
事
前
防
災
ア
プ
リ
「
ず

し
防
く
ん
」
が
、
防
災
の
日
に

あ
た
る
９
月
１
日
に
公
開
さ
れ

る
。

　
逗
子
市
商
工
会
女
性
部
が
地

域
の
安
全
を
め
ざ
す
「
ハ
ッ

ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
事
前
防
災
ア
プ
リ
の
開
発
を

行
っ
た
。
制
作
に
は
逗
子
市
立

小
学
校
５
校
の
15
人
が
あ
た
っ

た
。
児
童
た
ち
は
７
月
か
ら

チ
ー
ム
で
学
区
内
の
危
険
箇
所

の
実
地
調
査
を
行
い
。
校
区
ご

と
の
特
色
を
生
か
し
て
海
側
の

校
区
で
は
津
波
避
難
、
山
側
の

校
区
で
は
土
砂
災
害
へ
の
注
意

喚
起
、
避
難
所
の
情
報
な
ど
を

ま
と
め
た
。

　
ア
プ
リ
は
市
の
全
図
か
ら
各

校
区
に
分
か
れ
た
拡
大
図
へ
連

動
し
、
現
在
地
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
５
分
以
内
に
到
着
で
き
る

津
波
災
害
か
ら
の
避
難
場
所

や
、
避
難
所
情
報
な
ど
が
表
示

さ
れ
る
。

　
８
月
17
日
に
商
工
会
館
の
会

議
室
に
集
ま
っ
た
久
木
小
５
年

生
の
３
人
は
パ
ソ
コ
ン
作
業
に

没
頭
＝
写
真
。
危
険
箇
所
を

マ
ー
ク
す
る
の
に
苦
労
し
た
と

い
う
織
田
し
の
ぶ
さ
ん
（
11
）

は
「
ど
こ
に
逃
げ
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
人
に
安
心
し
て
も

ら
え
る
」。
同
商
工
会
の
北
川

淡お
お
美み

さ
ん
（
51
）
は
「
家
族

で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
る
。

　
９
月
18
日
に
横
浜
国
大
で
開

か
れ
る
内
閣
府
主
催
の
「
ぼ
う

さ
い
こ
く
た
い
２
０
２
３
こ
ど

も
か
い
ぎ
」
に
も
登
壇
。
関
東

大
震
災
か
ら
百
年
の
節
目
に
あ

た
る
国
内
最
大
級
の
防
災
イ
ベ

ン
ト
で
今
回
の
取
り
組
み
を
発

表
す
る
。

　
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
。

ユニバーサル絵本の本棚の
前で点字を打つ大下さん

建
長
寺
仏
殿
前
の
ブ
ロ
ン
ズ
模
型
の
樹
脂
製
試
作
品

　
１
７
３
３
年
（
享

保
18
）
に
隅
田
川
で

開
催
さ
れ
た
水
神
祭

が「
打
ち
上
げ
花
火
」

の
由
来
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
▼
当
時
は
飢

餓
や
疫
病
の
流
行
で
多
く
の

死
者
が
出
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
死
者
た
ち
の
慰
霊
や
悪
霊

退
散
の
た
め
に
水
神
祭
で
打

ち
上
げ
花
火
が
上
げ
ら
れ
て

い
た
そ
う
で
す
▼
コ
ロ
ナ
禍

で
は
花
火
大
会
の
開
催
が
賛

否
両
論
と
な
り
、
中
止
や
延

期
に
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た

で
す
が
、
今
夏
は
全
国
各
地

で
有
観
客
で
の
花
火
大
会
の

姿
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
▼
鎮

魂
の
意
味
合
い
だ
け
で
な

く
、
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
で
活
気
が
溢
れ
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
▼
鎌
倉
も
観

光
客
が
多
く
、
活
気
が
戻
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
個
人
的
に
は
「
蛸
が

入
っ
て
い
な
い
、た
こ
焼
き
」

を
食
べ
て
い
る
感
じ
の
夏
が

続
い
て
い
ま
す
。
　
　（
Ｎ
）

　
▼
十
二
所
神
社
例
祭
　
３
日

10
時
式
典
。

　
▼
森
戸
大
明
神
大
祭（
葉
山
）

７
日
16
時
宵
宮
祭
、
17
時
焚
き

上
げ
護
摩
神
事
。
８
日
11
時
例

大
祭
、
14
時
神
楽
。

　
▼
龍
ノ
口
法
難
会
　
11
～
13

日
龍
口
寺
。
12
日
夜
店
、
18
時

法
要
・
難
除
け
ぼ
た
も
ち
ま
き
、

19
時
万
灯
練
り
供
養
。

　
▼
甘
縄
神
明
神
社
例
祭
　

10
日
12
時
神
幸
祭
。
14
日
10
時

式
典
。

　
▼
ぼ
た
も
ち
供
養
　
11
・
12

日
。
常
栄
寺
。

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭
　
14

日
18
時
宵
宮
祭
。
15
日
10
時
例

大
祭
、
13
時
神
幸
祭
。
16
日
13

時
流
鏑
馬
神
事
、
17
時
鈴
虫
放

生
祭
。
　
　

　
▼
遊
行
寺
の
法
要
　
14
日
13

時
半
す
す
き
念
仏
会
、
14
・
15

日
秋
季
開
山
忌
。

　
▼
御
霊
神
社
例
大
祭
　
17
日

宵
宮
祭
、
18
日
例
祭
、
13
時
神

楽
、
14
時
半
面
掛
行
列
。

　
▼
銭
洗
弁
財
天
宇
賀
福
神
社

例
大
祭
　
20
日
10
時
神
事
、
11

時
神
楽
・
狂
言
奉
納
。

　
▼
松
葉
ヶ
谷
法
難
会
　
27
日

14
時
、
安
国
論
寺
。

　
▼
人
形
供
養
　
10
月
１
日
本

覚
寺
。
９
月
中
受
付
。

9月

建
長
寺
仏
殿
前
に
ブ
ロ
ン
ズ
模
型
設
置

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
絵
本
か
ら
発
展

～
誰
も
が
尊
重
さ
れ
共
存
す
る
社
会
の
実
現
に

事
前
防
災
ア
プ
リ
「
ず
し
防
く
ん
」

商
工
会
が
小
学
生
と
制
作
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